
守山まるごと活性化プラン検討委員会（学区別会議）委員名簿   

【 速野学区 】                H250722現在  敬称略 

№  自治会   名前 性別  班 

1  開発 芝田 八十司 しばた やそじ 男 

１ 

2  開発 中井 智美 なかい ともみ 女 

3  開発 岡本 善広 おかもと よしひろ 男 

4  大曲 山本 光男 やまもと みつお 男 

5  大曲 堀江 清 ほりえ きよし 男 

6  大曲 山本 富夫 やまもと とみお 男 

7  木浜 下村 清明 しもむら さやか 男 

２ 

8  木浜 葭本 正昭 よしもと まさあき 男 

9  木浜 楠本 正行 くすもと まさゆき 男 

10  木浜 中西 理津子 なかにし りつこ 女 

11  ﾈｵ･ﾍﾞﾗｳﾞｨ-ﾀ守山 山岡 龍二 やまおか りゅうじ 男 

12  ﾈｵ･ﾍﾞﾗｳﾞｨ-ﾀ守山 宮川 美紀子 みやがわ みきこ 女 

13  ﾈｵ･ﾍﾞﾗｳﾞｨ-ﾀ守山 森神 亨 もりがみ とおる 男 

14  美崎 山田 美鶴 やまだ みつる 女 

３ 

15  美崎 苗村 寛 なむら ひろし 男 

16  美崎 戸田 直弘 とだ なおひろ 男 

17  美崎 伊藤 潔 いとう きよし 男 

18  北川ﾆｭーﾀｳﾝ 岸 典生 きし つねたか 男 

19  北川ﾆｭーﾀｳﾝ 堀尾 菊宏 ほりお きくひろ 男 

20  北川ﾆｭーﾀｳﾝ 松本 理絵 まつもと りえ 女 

21  今浜 今江 光夫 いまえ みつお 男 

４ 

22  今浜 山田 良彦 やまだ よしひこ 男 

23  今浜 野口 清英 のぐち きよえい 男 

24  水保 今井 薫 いまい かおる 男 

25  水保 西村 雅行 にしむら まさゆき 男 

26  水保 小山 安男 こやま やすお 男 

27  中野 中島 幸一 なかじま ゆきかず 男 

５ 

28  中野 今井 孝雄 いまい たかお 男 

29  中野 今井 満 いまい みつる 男 

30  中野小林 佐々木 芳郎 ささき よしろう 男 

31  中野小林 下川 博司 しもかわ ひろし 男 

32  中野小林 赤尾 信廣 あかお のぶひろ 男 

事務局  

・濱崎一志（アドバイザー：滋賀県立大学 人間文化学部教授） 

・ 高谷 実      ・今井 剛      ・西藤安彦 

・ 坪内稔夫      ・吉原史雄      ・足立慎也 

・ 田渕誠一      ・小野田 敦      ・奥村彰彦 
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守
山
市
ま
る
ご
と
活
性
化
計
画
 

■
目
的
 

地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
全
体
の
活
性
化
に
取
り
組
み
、
 

地
域
や
守
山
市
へ
の
「『

愛
着
と
誇
り
』
の
醸
成
」
を
め
ざ
す
。
 

■
位
置
づ
け
 

○
活
性
化
に
向
け
た
具
体
の
取
り
組
み
の
と
り
ま
と
め
 

○
地
域
と
行
政
が
連
携
し
、
プ
ラ
ン
策
定
、
プ
ラ
ン
実
現
を
行
う
 

○
プ
ラ
ン
の
事
業
は

5～
10

年
間
で
順
次
事
業
化
 

■
検
討
の
視
点
 

○
歴
史
資
源
や
自
然
資
源
等
を
活
用
し
た
活
性
化
 

○
魅
力
的
な
地
域
創
造
に
よ
る
愛
着
と
誇
り
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り

○
人
と
ひ
と
の
絆
の
強
化
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
 

守
山
市
 

学
 

区
 

自
治
会

 

 

テ
ー
マ
１
 

△
活

用
資

源
１

，
２

、
３
・
・
・

○
関
係
す
る
活
動
・
 
事
業
等
 

テ
ー
マ
２
 

□
活

用
資

源
１

，
２

、
３
・
・
・

○
関
係
す
る
活
動
・
 
事
業
等
 

テ
ー
マ
３
 

○
活

用
資

源
１

，
２

、
３
・
・
・

○
関
係
す
る
活
動
・
 
事
業
等
 

そ
の
他
の
要
素
 

 （
例

）
 

 ○
お

年
寄

り
の

生
き

が
い
づ
く
り
 

 ○
新
旧
住
民
の
交
流
 

 ○
子

ど
も

の
遊

び
環

境
の
改
善
 

 ○
健
康
づ
く
り
 

 ○
農
業
の
維
持
 

重
点

的
な
取

組
１

 

重
点

的
な
取

組
２

 

重
点

的
な
取

組
３

 

そ
の

他
の
取

組
 

守
山

市
全
体

の
活

性
化
 

学
区

の
個
性

化
・

活
性

化
 

自
治

会
の
個

性
化

・
活

性
化

学
区

の
た
か
ら
も
の
 

学
区
の
課
題

活
性
化
の
取
り
組
み

活
性
化
の
テ
ー
マ

特
徴

的
な

も
の

を
抽
出

課
題

へ
対

 
応

資
源
の

活
 

用

「
守
山
ま
る
ご
と
活
性
化
プ
ラ
ン
」
 
検
討
の
考
え

方
 

 
 

 
宝
も

の
 

 
地

域
の
活

動
 

関
連
事
業
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守
山
ま
る
ご
と
活
性
化
プ
ラ
ン
 

学
区
別
プ
ラ
ン
 

全
市
プ
ラ
ン
 

(1
) 
ま
る
ご
と
活
性
化
計
画
と
は
 

プ
ラ

ン
の
目

的
、
位

置
づ
け

、
策

定
方

法

(2
) 
守
山
市
の
特
性
と
課
題
 

ま
ち

の
特
性

、
ま

ち
づ

く
り

資
源

、
課

題

(3
) 
活
性
化
の
め
ざ
す
も
の
 

ま
ち

の
将
来

像
、

ま
ち

づ
く

り
の

方
向
 

(4
) 
取
り
組
み
の
内
容
 

全
市

的
取
り

組
み

、
各

学
区

の
取

り
組

み

(5
) 
プ
ラ
ン
の
実
現
 

役
割

分
担
、

ス
テ

ッ
プ

、
推

進
組

織
 

速 野 学 区 

守 山 学 区 

吉 身 学 区 

河 西 学 区 

玉 津 学 区 

小 津 学 区 

中 洲 学 区 

学
区

別
プ

ラ
ン

内
容

イ
メ

ー
ジ

 
（
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
各
学
区
８
頁
程
度
を
想
定
）
 

○
 ○

 学
 区

 

ま
る
ご
と
活
性
化
プ
ラ
ン
 

  

   

   

 
 

   

   

  ＜
役
割
分
担
＞
 

Ｐ
Ｊ

地
元

行
政

他
 

１
 

 
 

２
 

 
 

３
 

 
 

＜
実
現
ス
テ
ッ
プ
＞
 

Ｐ
Ｊ

す
ぐ
や
る

時
間
を
か

け
る

１
 

 

２
 

 

３
 

 

○
○
学
区
は
こ
ん
な
ま
ち
で
す

地
域
の
た
か
ら
も
の
 

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
 

活
性
化
の
取
り
組
み
 

実
現
に
向
け
て
 

＜
学
区
の
将
来
像
（
例
）
＞

水
が
結
ぶ
 

う
る
お
い
の
ま
ち
○
○

＜
取
り
組
み
の
方
向
（
例
）
＞

●
緑
と
生
き
も
の
、
歴
史
に
出

会
え
る
水
辺
を
つ
く
る
 

●
水

の
文

化
が

現
代

に
生

き
る
く
ら
し
を
つ
く
る
 

＜
重
点

取
り
組
み
①
（
例
）
＞

水
辺

の
散
歩

道
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
 

●
水

運
の

名
残

や
生

物
を

楽
し

み
な

が
ら

水
辺

を
歩

け
る
道
を
つ
く
り
ま
す
 

●
課
題

 

●
具
体

的
取
組
 

・
水

運
遺
産
の
表
示
 

・
散

歩
道
マ
ッ
プ
づ
く
り
 

・
ホ

タ
ル
の
保
護
活
動
 

＜
学
区
の
成
り
立
ち
＞
 

 
歴

史
や

自
然

の
特

性
 

＜
学
区
の
今
＞
 

 
人
口

や
産
業

、
文

化
等

の
現

状
と

動
向
 

＜
自
然
系
＞
 

 

＜
歴
史
系
＞
 

 

＜
そ
の
他
＞
 

 

 

地
図

 

写
真

 
 

 

 

「
守
山
ま
る
ご
と
活
性
化
プ
ラ
ン
」
完
成
イ
メ
ー

ジ
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学
区
別
会
議
の
進
め
方
 

                        

※
こ
れ
は
基
本
的
な
流
れ
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
学
区
の

状
況

に
応

じ
て

各
回

の
検

討
内

容
が

変
わ

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
 

 

 全
体
会
議
で
の
検
討
 

 事
務
局
作
業
 

第
１
回

(
6/
1
5)
 

合
同
学

区
別

会
議

 
プ

ラ
ン

の
ね

ら
い

や
検

討
方

針
を

知
り
ま
し

ょ
う
 

 

(1
)講

演
・
座
談
会
 

①
守

山
の

す
ば

ら
し

い
地
域

資
源
 

②
地

域
資

源
の

発
見

と
活
か

し
方
 

③
活

性
化

プ
ラ

ン
の

意
義
 

(
2)
説
明
 

④
プ

ラ
ン

検
討

の
進

め
方
 

第
２
回
 

 学
区

の
魅
力

づ
く

り
・
活
性

化
の

素
材

と
な

る
「

宝
も

の
」

を
見
つ

け
ま

し
ょ

う
 

 

(
1)

学
区

プ
ラ

ン
の

内
容

と
検

討
方

法
 

・
市
か
ら
説
明
し
再
確
認
 

(2
)ま

ち
の
魅
力
発
掘
 

①
わ

た
し

の
ま

ち
は

こ
ん

な
ま

ち
 

・
ま

ち
の

特
徴

、
自

慢
で

き
る

と
こ
ろ
は
何
か
 

②
ま

ち
の
「

宝
も

の
」

探
し
 

・
歴

史
や

自
然

、
そ

の
他

で
き

る
だ
け
多
く
出
し
、
特
性
を
み

つ
け
る
 

第
３
回
 

 宝
も

の
を

活
か

し
た

学
区

の
ま

ち
づ

く
り

の
方

向
を

考
え
ま
し
ょ
う
 

 

(1
)目

ざ
す
ま
ち
の
活
性
化
 

・
ま

ち
の

主
要

課
題

は
何

か
、

ど
ん
な
ま
ち
に
し
た
い
の
か
 

・「
ず
っ
と
先
」、
「
ち
ょ
っ
と
先
」

の
両
方
の
目
 

(2
)ま

ち
づ
く
り
の
方
向
 

・
多
く
あ
る
「
宝
も
の
」
か
ら
、

何
を

活
か

し
て

ま
ち

づ
く

り
を
進
め
る
の
か
 

・
テ

ー
マ

や
取

組
の

方
向

を
検

討
す
る
 

 

 

第
４
回
 

 
ま

ち
づ

く
り

の
テ

ー
マ

に
沿

っ
て

進
め

た
い

取
組

を
考
え
ま
し
ょ

う
 

 

(1
)取

組
の
ア
イ
デ
ィ
ア
 

・
具

体
的

な
取

組
の

ア
イ

デ
ィ

ア
を
ど
ん
ど
ん
出
す
 

・
関

係
し

そ
う

な
既

存
事

業
や

計
画
・
構
想
も
チ
ェ
ッ
ク
し
上

手
く
つ
な
げ
る
 

(2
)取

組
実
現
の
課
題
 

・
具

体
化

す
る

た
め

に
必

要
な

こ
と
、
協

力
が
必
要
な
相
手
な

ど
は
な
い
か
 

第
５
回
 

 
取

組
内

容
の

と
り

ま
と

め
、

確
実
・
効

果
的
に

進
め

る
方

法
を

考
え
ま

し
ょ

う
 

 

(1
)取

組
内
容
の
と
り
ま
と
め
 

・
検

討
内

容
を

プ
ラ

ン
と

し
て

整
理
 

・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
等
 

(2
)プ

ラ
ン
の
推
進
 

・
役
割
分
担
（
地
域
、
市
等
）
 

・
実

現
の

手
順

（
す

ぐ
や

る
こ

と
、

時
間

を
か

け
て

や
る

こ
と
）
 

 

・
宝

も
の

デ
ー

タ
の

整
理
 

・
学
区
プ
ラ
ン
 

と
り
ま
と
め
 

・
ま

ち
づ

く
り

の
方

向
の
整
理
 

・
実

現
課

題
関

連
情

報
の
収
集
 

・
取
組
内
容
ま
と
め

・
宝

も
の

デ
ー

タ
の

確
認
 

・
学

区
の

方
向

性
確

認
、
調
整
 

・
学
区
取
組
確
認
 

・
学

区
間

連
携

や
全

市
的
取
組
の
検
討
 

・
活
性
化
プ
ラ
ン
 

と
り
ま
と
め
 

守 山 ま る ご と 活 性 化 プ ラ ン 案 

・
学

区
の

基
礎

資
料

の
整
理
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￥

県道今浜水保線 

（平成 24 年 9 月 

全線開通） 

第１なぎさ公園 

夏にはひまわり、冬にはナタ
ネを植えており、ここから琵
琶湖越しに見る比良山は絶好
の写真スポットとなってお
り、多くの来客がある。 第２なぎさ公園

みさき公園

ﾗﾌｫｰﾚ琵琶湖

大川 

旧野洲川南流の支流であるが、現在
閉鎖水域となっており、美崎自治会、
京都大学、立命館守山高等学校およ
び本市による大川活用プロジェクト
が、水質改善と水に親しめる環境づ
くりを検討。今年度、オープンミュ
ージアム構想として取りまとめた。 

守山メロン 

栽培地 

ピエリ守山 

琵琶湖ﾘｿﾞｰﾄｸﾗﾌﾞ 

ﾔﾝﾏｰﾏﾘｰﾅ 

ﾎﾃﾙ琵琶湖ﾌﾟﾗｻﾞ 

もりやまフルーツランド 

「ぶどう」、「なし」を直売 

敷地内に結婚式場、ホテルを建設中。 
ホテル内にはレストラン等を設置予定。 
平成 25 年９月 オープン予定 
平成 25 年 11 月 グランドオープン予定 

ＳＧホールディングスグループ 
健康保険組合守山陸上競技場 

佐川美術館 

日本画家「平山郁夫」、彫刻家「佐藤
忠良」の作品が中心。 
07 年には、十五代樂吉左衞門の陶芸
（樂茶碗）作品を展示する「樂吉左
衞門館」がオープン。 

琵琶湖ﾚｰｸｻｲﾄﾞｺﾞﾙﾌｺｰｽ 

平成 23 年７月 24 日リニューアルオープン 
（南コース全 18 ホール、北コース全９ホール）

ふるさとゾーン 

（Ｈ25 年度～整備予定）

つどいのゾーン 

（Ｈ14.7 供用済） 

ふれあいゾーン 

（Ｈ17.4 供用済） 

里の森ゾーン 

（Ｈ22.4 一部供用済）

出会いのゾーン 

（Ｈ19.4 供用済） 

びわこ地球市民の森 

（県事業）日常的にグラウンドゴルフ
を楽しむことが可能 

おうみんち（JA
おうみ冨士 ﾌｧ
ｰﾏｰｽﾞﾏｰｹｯﾄ）

農産物直売所。年間
40 万人の来客数。 「おうみんち」の来客が取り入れ

やすくなるよう、児童向け遊具の
設置や わんぱくランドの設置を
要望中。

県民により植樹を実施中。これま
での植樹本数約 152,000 本、参加
者数約 43,500人（Ｈ25.3末現在）。

環境学習のための 100 名収容の施設と
して（仮称）「森づくり協働活動センタ
ー」が平成 25 年９月オープン予定。 

木浜内湖 

水質改善に向けた取り組み

キャンプ、バーベキューが可能 

湖 岸 の 状 況 

県有地
8.7ha 

ﾚﾝﾀｻｲｸﾙ 

ﾚﾝﾀｻｲｸﾙ

ピエリ守山港 

バラハーブ園 
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●
祭
り
・
風
習

▲
水
関
連

●
道
路

・
お

満
燈

籠
伝

説
大

火
祭

り
・

大
川

（
オ

ー
プ

ン
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
）

・
湖

岸
道

路
沿

い
自

転
車

道
※

・
新

川
・

R
4
7
7
整

備
※

・
北

川
用

水
路

※
・

板
倉

街
道

（
こ

の
は

ま
み

ち
）

・
野

洲
川

南
流

廃
川

敷
・

大
川

橋

・
水

保
地

区
農

業
集

落
排

水
処

理
施

設
・

列
系

図
橋

●
寺
院

・
今

浜
地

区
農

業
集

落
排

水
処

理
施

設

・
福

林
寺

【
十

一
面

観
音

、
石

造
宝

塔
】

・
琵

琶
湖

南
湖

（
雄

琴
温

泉
往

復
船

）
※

・
己

爾
乃

神
社

（
開

発
）

・
木

浜
内

湖
（

琵
琶

湖
原

風
景

周
遊

）
■
公
共
施
設
・
産
業
等

・
己

爾
乃

神
社

（
大

曲
）

・
十

合
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速野学区 
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（１） 各学区の人口推移 

   ※ 27、32年度においては第５次総合計画のデータを参照しました。 

 

  
平成 15年 平成 20年 平成 25年 

人口数 増減数 増減率 人口数 増減数 増減率 人口数 増減数 増減率 

守山 18926     22566 3640 119% 24063 1497 107% 

吉身 14956     15618 662 104% 16280 662 104% 

小津 5624     5699 75 101% 5886 187 103% 

玉津 4443     4220 -223 95% 4025 -195 95% 

河西 12087     13099 1012 108% 13444 345 103% 

速野 10585     11928 1343 113% 12469 541 105% 

中洲 2891     2799 -92 97% 2675 -124 96% 

合計 69512     75929 6417 109% 78842 2913 104% 

 

 平成27年   平成32年  

人口数 増減数 増減率 人口数 増減数 増減率 

25025 962 104% 27404 2379 110% 

15536 -744 95% 15452 -84 99% 

5708 -178 97% 5609 -99 98% 

3907 -118 97% 3649 -258 93% 

13745 301 102% 14111 366 103% 

13816 1347 111% 15042 1226 109% 

2624 -51 98% 2476 -148 94% 

80361 1519 102% 83743 3382 104% 
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